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今回のコラボレーションは貝印が、自社と同様に100年企業である中村染工場の長い歴史に親和性を感じ、実現いたし
ました。
「注染」と呼ばれる、昔ながらの染め方で一枚一枚丁寧に作る中村染工場の染技法が、伝統の技を受け継ぐ「関孫六」ブ
ランドに通ずるものがあると共感。生地の裏側まで染まった美しい柄や柔らい風合いが特徴の中村染工場の手ぬぐいに、
「関孫六」や「包丁」に関連するデザインを施しました。

※キャンペーンは「関孫六」ブランドを取り扱いいただいている一部店舗にて期間限定にて実施しております。
また、キャンペーン条件は販売店舗によって異なります。

100年を超える歴史の中で継承した伝統技法を誇る
貝印×中村染工場 コラボレーション！

「関孫六」包丁のデザインを施したオリジナル手ぬぐいを製作

国内包丁シェアトップの貝印株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：遠藤 宏治）は、中村染工場
（本社：群馬県高崎市常盤町４０番地 代表者：中村純也）とコラボレーションし、貝印の包丁のメインブランドである
「関孫六」のオリジナル手ぬぐいを製作しました。また、各販売店舗にて「関孫六」ブランドの商品を一定金額以上ご購入い
ただいた方にこちらの手ぬぐいをプレゼントするスペシャルキャンペーンも実施中です※。



手ぬぐい概要

刃付けモチーフ柄

魚柄 妖怪包丁柄

刀柄

「関孫六」のブランド名は、刀匠「関の孫六」に由
来しています。その伝統の技をイメージし、日本刀
を鞘から抜く瞬間を表現しました。

包丁の刃付け工程を、5段階に分けて表現。
実際の包丁の刃付けも、鋭く長持ちする切れ味を
追求し、複数工程に分けて丁寧に行っています。

出刃包丁、パン切り包丁、麺切り包丁、鰻裂き包
丁の4種類の包丁が妖怪に。ユニークながら、どな
たでも使いやすい雰囲気に仕上げました。

包丁を使って魚をおろす工程をモチーフにしました。
明るい色使いとポップな図柄で、使いやすいデザイン
です。

【プレゼントキャンペーンを実施中】
「関孫六」をお取り扱いいただいている一部店舗にて、一定金額以上をお買い上げいただいた方へ手ぬぐいをプレゼントする
キャンペーンを実施中です。

※手ぬぐいはなくなり次第終了とさせていただきます
※販売店舗によってキャンペーン概要や実施期間が異なりますので、各店舗にお問い合わせください

柄アップ

柄アップ

「関孫六」について

「関孫六」のブランド名は、貝印の創業の地・岐阜県関市と深い
関わりがあります。美濃国の関（現在の岐阜県関市）では、鎌
倉時代に刀剣作りが伝わってから数多くの名刀が生まれ、なかで
も「関の孫六」は、美しく切れ味のよい最上の刀として世に送り出
されました。貝印の「関孫六」は、関の刀剣作りの信念を受け継ぎ、
その切れ味を現代に伝えています。

現在、価格帯や素材、大きさ、形状の違いなどで22シリーズ、
160種類以上の商品を取り揃えており、貝印における包丁の主
力ブランドとなっています。



中村工場の注染について

注染とは、手彫りの型紙を使用し、1枚ずつ防染糊を置き、数十枚重ねた上から染料を注いでいくという昔ながらの染め方です。

➀糊置き

職人が渋紙を手彫り
にして作成した型紙を
木枠に貼り固定する。
手ぬぐい一枚分を台
の上に広げ、ヘラで糊
をこすりつける。
手ぬぐいを折り返して
作業を繰り返す。

➁注染

注ぎ口の細いやかんで
染料を注ぎ入れる。
こ の作業か ら注染
（ちゅうせん）と呼ば
れる。

④乾燥

高いやぐらに長いま
まの手ぬぐいをかけ、
天日で乾燥させる。

⑤仕上げ

乾いたら反物上に
巻き、絵柄を合わせ
ながら蛇腹状に重
ねていく。
しわをローラーで伸
ばし、反物を一枚の
手ぬぐいの長さにカッ
トしていく。

③水洗

余分な染料と糊を
たっぷりの流水で洗
い落とす。色移りさ
せないように神経を
使いながら作業する。
一反ずつたぐり寄せ
た後、脱水する。

注染の手順

【貝印株式会社】
1908年、刃物の町として有名な岐阜県関市に創業。現在、生活に密着した刃物を中心とするカミソリ、メンズグルーミング、ツメ
キリなどの身だしなみやビューティーケア、包丁をはじめとする調理・製菓、医療用など1万アイテムにもおよぶ商品を展開し、商品の
企画開発から生産、販売、物流までの一連を行っている総合刃物メーカー。
本社：東京都千代田区岩本町3-9-5 代表取締役社長：遠藤宏治 http://www.kai-group.com/

【有限会社 中村染工場】
1897年創業。明治時代から伝わる「注染」という染め技法を、群馬県内で唯一守り続けている「中村染工場」。100年以上も
の歴史を大切にしながら、地域で愛される注染手ぬぐいを今も生み出している。
本社：群馬県高崎市常盤町４０番地 代表者：中村純也 https://nakamura-some.com/

手ぬぐいの楽しみ方

ふきんやランチョンマットはもちろん、ティッシュケースやギフトラッピング、ブックカバー、手ぬぐいバッグなど、自由自在に楽しめます。

http://www.kai-group.com/
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